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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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大阪大学生協

総代会
取り組み概要
日時：5/24 13:00〜18:30
場所：福利会館3階食堂ホール
参加者数や組合員の反応：実出席 30名
分科会や懇親会では役職を超えた交流が
なされていた。

POINT.1

総代会は5月に開催されますが、準備は前年の10月から始めていま
した。総代会担当の学生委員が総代会のイメージをしっかりとできて
いなかったという現状から、月に一回程度の打ち合わせを職員と行い、
早期から学生と職員とで準備をすることができていました。
また、総会・総代会ハンドブックや関西北陸ブロックで11月に開催

された総代会学習会から、他大学の総代関連企画を学び、担当者が総
代会のイメージを持って準備ができるようになっていました。

早期から準備

POINT.2

組合員が生協の企画運営に関わる機会を増やしたいという想いから、
大阪大学生協食堂の名物メニューである天津麻婆丼の新しい味を組合
員に考えてもらう企画を開催しました。
総代会当日は事前にSNSで募集した新味案の中で、実現可能な3種

類を実際に総代が試食し投票していました。その際、容器にリ・リ
パックを用いることで、組合員にリ・リパックを知ってもらうことが
できていました。

天津麻婆丼 新味コンテスト開催！

背景や概要：総代会として議案提案や質
疑応答に加えて、分科会（天津麻婆丼試
食会と意見交流会）や懇親会を行い、総
代や生協職員との活発な交流を図った。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 川井 綾乃 ] 

Kawai.Ayano@univ.coop

POINT.3

天津麻婆丼新味コンテストの終了後には、3つのキャンパスごとで
意見交流会を行いました。大学生協の店舗に関する話はもちろん、
キャンパス内の設備などそのキャンパスで過ごす人が感じている様々
なことについて話し合うことができており、大学生協だけでなく理事
となっている大学職員の方にとっても有意義な時間になっていました。
さらに総代会終了後には懇親会も開催し、一日を通して様々な対話

が行われるようになっていました。

対話できる場を設ける

全国大学生協連
関西北陸ブロック
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